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平成 27年度第 6回考古学講座 平成 28年 1月 11日（月・祝） 

公益財団法人かながわ考古学財団 阿部友寿 

 

 

 

 

 

１．神奈川県域の事例（図版 2～ 23） 

神奈川県内の後期前葉から中葉（堀之内式～加曽利 B 式）の代表的三つの遺跡（仏向貝塚･稲荷山貝塚･

はじめ沢下遺跡）をとおして、近くの違いと遠くの類似について具体例をあげる。そこから、細かな環

境に適応した生業のあり方と、遠方との交易や共通した集落形態が見えてくる。 

 

２．関東南部の事例（図版 24～39） 

神奈川県域にみられる時期特有の集落形態（住居に隣接した墓）は、神奈川県域のみならず、関東地

方南部から長野県域まで広がる特徴である。当然、山と海とで生業は異なるが、なんらかの共通した観

念があったと想定される。その観念とは、現在と違う死者との関係にあるのではないだろうか。 

 

 

縄文時代後期における海と山の集落 

－近くの違いと遠くの類似－ 
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